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第５回災害ケースマネジメント研修 IN 徳島 実施要項 

１．研修テーマ 

「徳島での災害後の被災者の困り事と支援者の支援できる事を参加団体で考え共有する」 

徳島で大規模な地震・津波災害や豪雨災害の発生が危惧される中、国はじめ徳島県でも一人ひとり
の被災者の状況に応じた支援を実施する「災害ケースマネジメント」が推進されています。 

これまで４回の研修においては、「災害ケースマネジメント」のあらましから、中間支援組織の役割や
支援者のサポート、災害法制や被災者支援制度、東日本大震災の福島の避難所運営や１１年目の現状
等、全国の被災地での貴重な経験に学んできました。 

第５回の本研修においては、全国の被災者支援の事例に学びながら、徳島で大規模な地震・津波災
害や豪雨災害が発生したと想定し、被災者の困り事に対して、私たち所属団体が具体的に支援できる
事について、みんなでワークをしながら考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

２．研修目標（持ち帰れる成果） 

徳島で大災害が発生した際に、被災者に発生する困り事に対して、①具体的な内容をイメージすることが 

できるようになる、②所属団体としてできる具体的な支援の内容をイメージすることができるようになる、 

③他団体と連携できる内容を具体的にイメージすることができるようになる。 

３．主催・協力 

主催： NPO法人ワンファミリー仙台、NPO法人 YNF、一般社団法人さいわい 
協力： 一人ひとりが大事にされる災害復興法をつくる会 

４．本研修の対象者 

 徳島県内外の NPO、自治体、社会福祉協議会、防災士、自主防災会、士業、企業等はじめ災害発生した場合
に地域で核となる人や災害ケースマネジメントに関心のある市民 

５．開催日時・開催方法・定員・参加費 

 令和４年 ７月 ３１日（日） 1３時 30分～1６時００分  定員５０名（対面でのリアル開催） 参加費無料 

※オンラインの講義はありません。県外からの参加に限り、PCR検査で陰性証明を持参が参加条件とします。 

６．集合場所 

 アクア・チッタ（〒770-0941 徳島県徳島市万代町５丁目７１−４） 

７．参加申込み期日 

 令和４年 ７月 ２８日 （木）  

８．個人情報取り扱い 

参加申込書に関する個人情報は適切に取り扱い、ご本人の同意なく第三者へ提供または開示いたしません。 
当法人に関するセミナーや催し等に関する情報提供等に活用させていただく場合がございます。 

９．研修の問い合わせ・申し込み先 

一般社団法人さいわい （担当：井若） 〒779-2103 徳島県海部郡美波町西の地字西地９番地３ 
TEL＆FAX：0884-78-0349 携帯電話番号：090-7781-0192  e-mail：iwaka@saiwai.or.jp 
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10．研修内容 

時間(予定) プ ロ グ ラ ム 

 

 

１３：３０ 

 

｜ 

 

１4：4０ 

（70分） 

※途中休憩

含む 

 

 

事務連絡（事務局） 

開会あいさつ（主催：NPO法人ワンファミリー仙台、一般社団法人さいわい） 

 

第１部 話題提供 

「災害が発生したら被災者にはどのような困り事が発生し，ど 

のような支援が行われたのか？」 

 

① 2011年東日本大震災～宮城県仙台市等の事例～ 

講師：宇都・山田法律事務所 宇都 彰浩 氏 

講師プロフィール：平成 17年仙台弁護士会登録、現在、宮城県災害復興支援士業連絡会副

会長、日本弁護士会連合会災害復興支援委員会副委員長。東日本大震災発災以降、被災者相

談や気仙沼市で被災者の防災集団移転促進事業や災害公営住宅事業を活用した高台移転の

支援や石巻市を中心とするいわゆる在宅被災者支援などの被災者支援を行っている。 

 

② 2016年台風 10号水害～岩手県岩泉町等の事例～ 

講師：認定ＮＰＯ法人フードバンク岩手 阿部 知幸 氏 

講師プロフィール：認定 NPO法人フードバンク岩手副理事長・事務局長、一般社団法人岩

泉町よりそい・みらいネット理事、一般社団法人さいわい理事。東日本大震災以降、被災者支

援の一つとして食料支援を開始すると同時に岩手県内に食のセーフティーネットを広げるた

め、フードバンク岩手を設立。2016年台風 10号災害では、被災者の様々な相談をワンスト

ップでできる岩泉よりそい・みらいネットを設立し、継続的な被災者支援を行っている。 

 

14：4０ 

 

｜ 

 

１5：５5 

（75分） 

 

第２部 ワークショップ 

「徳島で災害後の被災者の困り事に対して私たちの団体ができ 

る支援は？」 

 

１5：５5 

閉会 
閉会あいさつ（一人ひとりが大事にされる災害復興法をつくる会）  
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１1．これまでの研修概要（第１回と第２回の講義動画は YOUTUBE でご覧いただけます） 

 開催日 開催概要 

第１回 
令和３年 

９月３０日 

講義１：「災害ケースマネジメントとは」 

講師：大阪市立大学大学院文学研究科 准教授 菅野拓氏 

講義２：「災害時に被災者の直接支援を実施する支援団体等をコーディネー

トする中間支援組織の機能・役割について」 

講師：福島大学 特任教授 天野和彦氏 

実践報告：「中間支援組織のサポートによって、被災地における支援がどれ

だけ進んだのか！九州豪雨災害における取組紹介」 

発表者：NPO 法人 YNF代表理事 江﨑太郎 

 

★第 1回 災害ケースマネジメント研修 in 徳島｜YouTube 

https://youtube.com/playlist?list=PLKOYafRIM38gcoffXCKZg5RUcQCncbDf5 

 

第２回 
令和３年 

１１月１７日 

講義１：「被災者や自治体のための災害関連の法制度を学ぶ」 

講師：兵庫県弁護士会長 津久井 進氏 

講義２：「避難所運営の基礎知識（さすけなぶる）」とは 

講師：福島大学 特任教授 天野和彦氏 

講義３：「被災者を支える支援者をサポートする中間支援の役割」 

講師：宮城県サポートセンター支援事務所 真壁さおり氏 

 

★第２回 災害ケースマネジメント研修 in 徳島｜YouTube 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLKOYafRIM38gwXfI5dZobhRgSlisyc5XV 

 

第３回 

令和４年 

３月２１日～

２２日 

現地視察：災害ケースマネジメント IN 福島 

２１日：ふくしま連携復興センター（支援者連携チーム）→東日本大震災・

原子力災害伝承館→大平山霊園→震災遺構請戸小学校→柴栄水産 

２２日：川内役場→廃炉資料館→福島第一原子力発電所 

第４回 
令和４年 

４月２５日 

講義１：「大規模災害があったときの生活再建を学ぶ」 

～被災者生活再建カードワークショップ～ 

講師：日弁連災害復興委員会副委員長  永野 海先生 

講義２：「東日本大震災１１年の福島の現状を知る」 

～第３回災害ケースマネジメント IN 福島から～ 

講師：福島大学特任教授 天野和彦氏他参加講師 

１2．災害ケースマネジメントに係る参考資料 

著者 資料名 

内閣府（防災担当） 災害ケースマネジメントに関する取組事例集（令和４年３月） 

津久井 進 災害ケースマネジメント◎ガイドブック（合同出版） 

菅野 拓 災害対応ガバナンス―被災者支援の混乱を止める―（ナカニシヤ出版） 
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13．申し込み方法・用紙 

申し込み方法は下記の４通りありますので、いずれの方法でお申込みください。 

ＰＣやスマートフォンからの申込が可能な方は、出来る限り①より参加申込いただけますよう、ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

受け付けましたら事務局から受付のご連絡を差し上げますので、申し込みから３営業日経過しても受付の連

絡がない場合はお手数ですがお電話をお願いいたします。 

① 次のアドレス、もしくは、右のQRコードにアクセスし、質問への回答を入力後、 

送信ボタンを押して申し込む。 

https://forms.gle/jVQifhs3YAeC1pBQ9 

② 下記の必要事項をメール本文に書き、メール件名を「第５回災害ケースマネジメント研修参加申し込み」とし

て事務局 iwaka@saiwai.or.jp へ送る。 

③ 申込用紙に必要事項を記入したのち、写真もしくはPDFデータにしてメールに添付し、「第５回災害ケース

マネジメント研修参加申し込み」として事務局 iwaka@saiwai.or.jp へ送る。 

④  申込用紙に必要事項を記入したのち、FAXで事務局 0８８４-７８-０３４９ へ送る。 

第５回災害ケースマネジメント研修 事務局（担当：井若） 

メール送付先 iwaka@saiwai.or.jp 

ＦＡＸ送信先 0８８４-７８-０３４９ 

研 修 参 加 申 し 込 み （1人1枚ご記入ください） 

参加者氏名  

住所（市町村まで）  

所属・役職  

従事状況 
いずれかにチェック 

現在、災害に関わる活動に 

従事しているか 

□している 

□していない 

従事している場合は

その活動概要  

Eメールアドレス  

当日連絡がとれる 

電話番号 
 

FAX番号  

備考 

※県外からの参加者は必ず PCR検査で陰性である証明が必要になります。 

※リアルでの研修のため、７月２８日以降に PCR検査を受け、その証明を持
参ください。 

※コロナ感染症拡大により延期や研修内容を一部変更する場合もあります。 


